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ニュｰジｰランドの教育1研究の危機

一とくに地質学関係予算の削減一

河内洋佑工)

1990年はニュｰジｰランドにとって,建国150年とい

う記念すべき年であった.しかし同時にニュｰジｰラン

ド経済が従来のゆるやかた下落傾向から急速た悪化とい

う道をたどった年でもあった.教育･研究分野でも予算

の削減に加えて大幅た変化が性急に導入され,各方面に

欠きた混乱が生じている.地質学分野では特に予算削減

による打撃が大きい.私は先に1990年9月号のこの紙面

で,ニュｰジｰランドの地質学研究が過去の栄光を保持

して行けるかどうか疑わしい面も生じていると記した.

このペシミスティックな予測は不幸にして意外に早く実

際のものになってしまうかもしれたいと思われるこの頃

である.その詳細について記す前に,しかし,日本と非

常に異たっている面のある教育制度について簡単に概観

する.

ニュｰジｰランドの教育制度

ニュｰジｰランドの初等中等教育はおよそ6･2･5制

である.ここでおよそといったのは,年限についてかた

りの自由度があり,飛び級もあれば複式授業(異なる学

年の児童生徒が同じ教室で勉強する)も珍しくたいからであ

る.大都市のごく一部には,学習塾や家庭教師などをや

とう風習もあるらしいし,有料の私立小中高響学校もあ

ることはあるが,一般に高校までは学費は無料で,入学

試験狂ともたい.中学･高校には制服があって購入せね

ぽたらたいが,教科書は貸与されることにたっている.

小学校は正式には6歳から始まるのだが,ほとんどの

児童は5歳の誕生目に学校をスタｰトする.つまり小学

1年生のクラスは学年を通じて次第に大きくたるわけで

ある.従って入学式などというものはたい.(入学式は中

学･高校･大学にもない).ただし,小学校の最初の2年間

は,日本で考えられているようだ教育というよりも,幼

稚園の延長という方がふさわしい教育内容である.

小学校の低学年児童に何年生か聞いても,答えはrル

ｰム2｣とか｢何々先生のクラス｣などということが普

通で,日本流に何年生ということを自覚している児童は

まずいたい.これは前述のように年間を通じてクラスが

大きくたること,児童の進度に応じて適当な時に上のク

ラスに進むこと(あるいは同じクラスに留めおかれること),

などが理由である.公式には小学校の初めの2年間は

プリマｰ1から4に分けられているのだが,担任の先生

以外,児童も親もあまりどのクラスにいるかは気にして

い狂い.

小学校の残りはスタンダｰド1から4までの4年であ

る.

小学校を終るとフォｰム1と2からなる2年間の中学

校に進む.

高校はフォｰム3から7までであるが,義務教育は15

歳までなので,フォｰム5で16歳にたったとたんに学校

をやめてしまう生徒もかなりある.フォｰム5の時にス

クｰル･サｰチィフィケイト(略称SC)と呼ほれる全国

一斉試験カミある.これは一種の資格試験であり,各教科

についておよそ半数だけがバスする.かつては15歳で

学校をやめて各種の職業見習いを始める人カミ多かったの

で,SCの成績カミ重要視されたが,最近は職業教育も専

門学校(ポリティック)で行われるようにたって,SCの

意味は失われてきている.とはいってもSCで何教科バ

スしたかは,伝統的にまだかたりの興味を持ってみられ

ている.

フォｰム6と7は,生徒数も減り,またクラスのかな

りの部分の生徒が大学へ進むので,教育内容もぐっと難

しくたる.一部の進学高校ではクラスを成績順に編成し

ているところもある.フォｰム6では,フォｰム6サｰ

チィフィケイトという全国一斉試験があり,またフォｰ

ム7では,大学入試(ユニバｰシティ･エントランス,略称

UE)と奨学金試験(バｰサリｰ,略称UB)が全国一斉に一

行たわれる.以上はいずれも資格試験であり,競争試験

ではたい.またUEは大学へ入るための絶対条件ではた

い.これにパスLていたくてもいったん社会に出てか
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ら,大学に入ることは可能である.ただし後述するSTB

という奨学金はもらえたい.UBにパスしても,STB奨

学金の上に多少色がつく程度の上のせがあるに過ぎない

が,名誉あることと思われている.特にその最上位のス

カラｰシップを獲得することは,全国で合格者が200名

前後ということもあって,定員のある学部ユ)への進学に

際して有利と考えられている.その合格者数が高校のラ

ンキングづけに使われることもある.

小･中･高を通じてクラスの大きさは20-30人であり,

高校の選択課目だとの小さなクラスでは1クラス数名と

いうものもある.ただし最近の財政削減圧力下では,数

名のクラスは廃止されて,その課目を是非とりたい生徒

は通信教育でとるよう指導される傾向にある.そのた

め,首都ウエリソトソにある通信教育担当部門では生徒

数がさぱききれたいほど増えた課目も生じて,問題にた

っている.

ニュｰジｰランドの大学カミ日本の大学と異なる点の一

つは■一般に定員がたいことである.また学年ごとの転学

も自由である(大学は7校あり,全て国立大学である).学生

は入りたい大学に学年の数か月前に予備登録する.そし

て新学年の直前にたって正式に入学登録するのである.

成人入学した学生を除く学生全員に返還のいらない奨学

金(スタンダｰド･タｰジャリｰ･バｰサリｰ,略称STB)カミ

支給される.その額は学生の年齢などによって多少異た

るカミ,円にしておよそ週15,000円ぐらいである.この額

は失業保険の額にほぼ見合うもので,食べて行くことは

可能である.ただし奨学金は大学の長期休暇中は支給さ

れたい.学生はこの期間に働いてお金を貯め,学資の足

しにするものと期待されている.

大学は上記のように入学は易しいが進級は難しい.転

学,転科,休学が自由であるため,いったい入学者の何

パｰセントが進級･卒業しているのかはつかみにくい.

しかL入学生の数と卒業生の数を比較すると,卒業率は

60-70パｰセントぐらいであると見られる.学年末試験

の成績は個人別に点数入りで公表されていた.この数

年,これはプライバシｰの侵害ではないかということで

問題にたり,バスした人の氏名だけにたったが,公表さ

れることには変りたい.たお全国大学の学年末試験の問

題は全て製本されて図書館に保存されており,それを見

れほどんな講義が行われているか一目瞭然である.

大学は3年コｰスと4年コｰスとあり,後者はたとえ

ば同じ理学士(B.Sc)でもB.Sc(Honours)と呼んで区

別されている.また後者の卒業生は3年間の博士課程に

1)大学によって異なるが,オタゴ大学では現在,医学部,商

学部,法学都に定員がある.

直接進めることになっている.前者が博士課程に進むに

は2年間の修士課程を軽なげれほならない.両コｰスの

振分けは入学時の成績によって行なわれる.

以上にニュｰジｰランドの教育制度について特に日本

と異なっている点に重点を置いて概観した.以下では大

学の抱えている問題点について簡単にふれる.

まず学生にとっては,近年失業の増大にともない,夏

休みの職が得られにくくたったことが撮大の問題であろ

う.特に女子学生のばあい一時的な職を得ることは大変

困難である.そのため夏休みには失業保険で暮らす学生

が増えてきた.ただ失業保険では食べて行くだけで一杯

で,学資を貯めることはできたい.その結果,中流以上

の家庭の出身で親から何らかの援助を得られる学生の割

合いが増え,社会的問題となっている.ちたみにニュｰ

ジｰランドでは18歳前後から親の家を出て自活するのが

常識だった.(近頃はこの常識が崩れかけ,結婚まで両親と同

居する人の数が増大する傾向にある.)学生のSTB奨学金増

額運動では,rSTBだけでは食べて行けたいため,親か

らの援助が必要になってしまうが,これはおかしい｣と

いうのが暴も大きな理由とたっている.

失業の増大と共に,失業保険で暮らしていたのでは何

の資格にもたらたいから,奨学金をもらって大学に行っ

て何らかの資格を身にづけようという傾向が強まった.

その結果学生数の急激な増大が起ってきた.それだけで

なく,政府の自由市場政策の強力かつ徹底的な推進によ

って,9etrichquick(金儲げ第一)という風潮が強まり,

学生はほとんど商学部,経済学部,法学部,医学部に集

中することになった.その反面基礎科学や,金にあまり

関係のたい文科系学部だとの相対的地盤低下をもたらし

ている.また従来職業訓練などを主目的としていた専門

学校(ポリテヅク)に対する政府の予算優遇もあって,大

学そのものもポリテヅクに対して相対的に地盤低下して

いる.ポリテックに対抗するため,大学でも,例えば,

観光事業などというコｰスが開講されるようになった.

次にこのようた事情に至った背景について簡単に述べ1

よう.

ニュｰジｰランド経済の現状

第二次大戦直後にはニュｰジｰランドの経済･生活水.

準は非常に高く,世界のトップランクにあった.産業と

しては農業しかたかったが,生産する羊毛,羊肉,乳製

品だとはほとんど母国イギリスが買上げていたので,市

場は大変安定Lていた.しかしイギリスのEEC加盟あ

たりから事唐が変わり,アジア太平洋圏の一国であるこ

とが強調されるようになり,その方面に市場の開拓が計

られるようになった.これはかなりの成功を納め,たと
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えば日本が急激に輸出入のトップ市場としてのし上がっ

てきた.ところがこの数年,羊毛の最大の輸出先ソ連,

中国の経済悪化･支払い停止:羊肉の最大の輸出先イラ

ンの経済不振;EECの域外からの農産物輸入制限;アメ

リカの国内乳製品保護政策などによって輸出の伸びたや

みにおちいってしまった.そこでニュｰジｰランド政府

としてはガットで世界的に農業補助金の全廃を訴えてい

るが,今のところ行き詰まってしまっている.

この間に国際収支の赤字はどんどん増大し,今や累積

赤字は50億ドルに達しているといわれる.これは額とし

ては大したものではたいと見られるかもしれたいが,た

った330万人という総人口を考えると,一人当りにすれ

ぽ世界最悪の債務国ブラジルにひってきする負債額であ

る.ニュｰジｰランド経済は特に1987年の株価大暴落に

よって大打撃をうけた.

労働党政府(1990年11月までの6年間)の,特に2期目

は,この難局打開の期待を担っての登場で,大蔵大臣ロ

ジャｰ･ダグラスは｢サッチャｰなきサッチャリズム｣

といわれる政策を強力に推進した.この政策は受益者負

担と自由市場原理の徹底,各種補助金の全廃,最高66形

だった所得税率の半減などを骨子とするラディカルたも

ので,しばしばロジャｰノミックスなどと呼ばれている.

また10%(後に12.5%)の商品サｰビス税(Goodandser-

vicet肌略称GST.日本の消費税に似ている)が導入され

た.ほとんどの国営企業i)が私企業に売却され,売上げ

の大部分が国際収支改善に向けられた.世界的に有名だ

った福祉は切下げられた.その結果経済はいくぶん活性

化したが,同時に貧富の差は拡大し(所得税率の半減,GST

の導入,福祉切下げなどによる),世の中万事金という風潮

を生んだことは歪めたい.社会不安も増大した.大学で

いえば,基礎科学などをやるよりも会計士にでもたって

手っ取早くもうげようという考えが特に若者の間に強ま

った.たとえほ一般の労働老は現在時給15-20ドルであ

るが,会計士,弁護士,歯科医だとは100-200ドルで,

しかも所得税率はどちらも33%である2).

公立病院は今でも無料だが,入院の順番が来るまで2

年待ちたどということもあるという.私的健康保険に入

っていれば,待ち時間のたい私立病院に入れてLかも入

院料(1日1,OOO-3,000ドルと言われる)は保険から支払わ

れる.従って私的保険に入らたげれぼ安心できたくなっ

てきている.私立病院の医者のかたりの部分が公立病院

の医者のかげもちといわれる.

このようた背景のもとに労働党政府は教育制度の抜本

的改革にものりだしたのであった.

教育制度の改革

小中高等学校の改革については,r明目の学校｣(T◎一

mrrow'sschoo1)という改革文書が出されこれに沿った

改革が進行中である.しかしこれについてはここでは省

略する.

大学制度については,ホｰク委員会の答申にもとづい

た改革がすすめられることにたっ牟｡ホｰク委員会はし

かL奇妙なことに委員長のホｰク教授(ビクトリア大学の

政治学教授)以外は全て官僚と財界人からなり,特に科

学者は人文科学者も自然科学者も全くいないものであっ

た.

いずれにせよ7大学学長の反対を初めとする各方面の

強力た反対を押切って強行された改革によればr教育を

商品として売出すこと(Educationforsale)｣,すなわち

実務に直結する教育の重視,r教育内容に対する統制の

強化｣,たとえば官僚に学生の講義ノｰトに対する立入り

検査権を与えるなどという驚くべき内容を含み,また｢教

師に対して2年に一回講義･研究内容の上司への報告と

上司による指導援助の義務づけ｣だとが含まれている.

大学教師にとって研究内容についての相互討論や協力な

どというものは,もし必要ならふだんから行たわれてい

ることである.制度上の上司すたわちたとえぱ教授だか

らといって専門カミ違えば助教授の研究内容を全く理解で

きたいたどということは,ふつうのことであり,また当

然のことである.従ってホｰク委員会の勧告が一体何を

狙っているのかは,全く理解に苦しむところである｡し

かし自由競争市場という経済原理の機械的適用によれば

こういうことにたるのであろう3).他人に理解できない

ようだ研究は有用ではたく,お金にならない純粋科学な

どというものは学者の道楽であり,税金でサポｰトする

必要はたいという思想カミ根底にあると見られる｡

いずれにせよ,大学の授業料は,1990年から,それ以

前に比べて10倍にはねあがり,特に,留学生を自由に受

入れることにたった代わり,外国人からは,かかったコ

ストを完全に回収するため,ニュｰジｰランド人学生の1

更に10倍以上の授業料を徴収することになった.たとえ

ば獣医学科の外国人留学生授業料は2万5千ドル(約200

�

㈩

㌩

鉄道,放送,林業,郵便,貯金,電話,石炭,石油,石一

油精製,その他.

ボｰナスその他の手当は一切ない.

大学の学長の公式職名はCE0(chiefexecutiveo茄｡er,

経営最高責任者)に変更された｡CEOは｡orporatep1an

(経営計画)を作ることになり,marketing(市場開拓)

とかaccountabi1ity(投資効果達成責任)のような経済

学上の用語や概念がふんだんに入った計画が作られてい

る.
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万円)にたった.大学間や学部問の予算は学生数に応じ

て配分されることにたり,前述のように商学都,法学部

だとのコストが少なくて済み学生数の多い学科が圧倒的

に有利になった.依託研究だとが奨励され,また大学の

一部として,経営コンサルタント業務を行たったり,コ

ンピュｰタｰソフトウエアを売ったりする商業活動部門

が開設された.また特にアジア系外国人(事実上日本人)

を対象とする英語学校が大学･ポリテック･地方自治体

などの協力の下に,高額の授業料をとって商業的運営を

はかることを目的に開校された.大学の内部で従来はあ

る教室の設備を他の教室の教師学生が自由に利用してき

たが,userspayの原則の適用により,有料,それもコ

マｰシャルレｰトで使用料を徴収することにかわりつつ

ある.この結果は各学部学科のセクト主義の助長に導く

ものと危倶されている.学内共通の各種施設(たとえば

大型コンピュｰタｰ,ガラス工作,エレクトロニクス工作,機械

工作など)が充実していることが英国系大学の優れた伝

統の一つであり,たいていの研究用機械器具の製作･改

造は学内で可能であったが,コマｰシャルレｰトで費用

がかかるのでは学内にこのようた設備を持つ意義はうす

くたり,特殊な研究目的に理解のある熟練した技能者を

失うことにつたがるものと恐れられている.

地質学研究の危機

地質調査所と地球物理研究所の合併(第1図)にひきつ

づいて,地質や水資源の研究は不要不急の研究というこ

とで,予算の大幅削減が発表された(第2図).一方では

農産物加工のようだ経済状態改善に直結する研究に対し

ては僅かながら予算カミ増額された(もちろん増額といって

もインフレのことを考慮すれば現状を維持するのも困難た額で

ある.)地質･地球物理研究所のイアソ･スピｰデソ所長

がいっているように,今後地質･地球物理学研究者の国

外流出カミ予想される.地質学はフィｰルドに密着した学

問であるだけに,いったん失われたタレントを一夜にし

て回復することはほとんど不可能であろう.

ニュｰジｰランド唯一の地質関係専門誌であるニュｰ

ジｰランド･ジャｰナル･オブ･ジオロジｰ･アンド･

ジオフィシックスも科学技術省の出版補助金の削減によ

って廃刊一歩前で辛うじて出版を継続している状態であ

る.

イギリスのサッチャｰ首相は退陣Lたとはいえ,古典

的自由競争万能という考え方は世界的に勢いを得てい

る.サッチャｰたきサッチャリズムを導入した責任老の

前大蔵大臣ロジャｰ･ダグラス(労働党)は,さっさと政

治家を辞めてニュｰジｰランド最大の会社の重役に就任

してしまったが,このほど叙勲によってサｰの称号を与
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第1図科学技術省(DSIR)の地質調査所と地球物理研究所の

合併にともない,新所長を公募する広告が1990年はじめ

のニュｰジｰランドの全国の新聞に掲載された.これは.

その広告.給与は相当高額出す予定だが,実際の額は採

用の際交渉によって決めると記されている.新研究所は

科学技術省地質･地球物理研究所(または部門)と呼ば

れることになった.この合併にともない政府は管理部門

だけでなく,旧地質調査所の研究者を含む10人を削減し

た.

地質ニュｰス438号�
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NgwZe百12ndH哩r罰1dSer■ice

r研究の重点が移ったことで,研究者の海外流出がおきるだろう｣という見出しとともに,地質･水資源研究予算の5パｰセ

ント(各約100万ドノレ)削減を伝える新聞記事.地質の予算削減が額として最も大きい.一方農産加工方面は若干増額されて

いる.これによって,地質･地球物理研究所では総員185名中から更に15名前後の減員が必要となると見られている.なお,

最近の情報では地質･地球物理研究所ではもう一度再編成があると伝支られている.(199工年1月現在)

えられた.

輝かしい研究の伝統を保持してきたニュｰジｰランド

の基礎科学,特に地質学は今後どこへ行こうとするので

あろうか.

KAwAc亘IYosuke(1991):CrisisinNewZea1and'sedu-

cat三〇nandresearch,esPec三a工1ygeo1ogicalstudies､

一LettersfromNewZea1and(2)一.

<受付:1991年2月旦日>
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